
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【木造住宅の耐震】 

昭和５６年以前に着工され、かつ、耐震診断の結果から耐震改修が必要とされる木造住宅に

耐震シェルターまたは、防災ベッドを設置する場合、補助金を交付しています。なお、耐震診

断や耐震改修工事にも補助金を交付しています。詳しくは市 HP で。 戸田市 耐震改修  検索 

４ 

第４号 平成３０年１２月 発行：戸田市 

（仮称）川岸２丁目小広場の整備方針が決定しました!! 

これまで川岸２丁目地区では、災害に強いまちづくりを推進するため、通り抜け道路や川岸み

んなの広場のリニューアル整備などのハード対策や耐火・準耐火建築物への建替え・新築の促進

に係る周知啓発などのソフト対策等に取り組んで参りました。 

平成３１年度には、 「憩いの場としての活用」、「防災としての活用」、「延焼を防止する空間」を目的

とした小広場を整備する予定であります。そのため、整備内容に関して、当地区の皆さまを対象

に平成３０年７月２７日（金）に意見交換会を実施し、その後、第３号まちづくりニュースで意

見募集を行いました。この度、それらの意見を踏まえ、当広場の整備方針を決定しましたのでお

知らせします。 

川岸地区 

1 

＜発行元＞ 戸田市役所 都市整備部 まちづくり推進課 市街地整備担当 

住所：〒３３５－８５８８ 戸田市上戸田１－１８－１ 

      TEL：０４８－４４１－１８００（内線２６８） 

FAX：０４８－４３３－２２００  

      メールアドレス：matidukuri@city.toda.saitama.jp 

図．整備の場所 

防災のために皆さんができること!! 

図．A 案の基本配置図 図．B 案の基本配置図 

Ａ案 

【提案の内容】 

市は防災機能として、平常時はベンチとしての利用ができ、災

害が発生した際には、トイレとしての利用が可能になる防災ト

イレの設置を提案しました。また、平常時の利用も考慮し、Ａ案

「高齢者等、誰もが利用できる健康器具を主施設」とＢ案「子ど

も向けの遊戯施設を主施設」の２つを提案しました。 

意見数量：メールで１件 

意見概要：高齢者等の誰もが利用できる施設をメインとする広場が望ましい。 

小さなお子様が乗って遊べる遊具もあると親しみやすいかも。 

意見募集の結果 

B 案 

小広場の名前を募集します。 

（仮称）川岸２丁目小広場の名前について、地区の皆さまからご提案いただきたく、以下の

とおり募集いたします。 
＜募集期間＞平成３０年１２月１０日（月）から１２月２１日（金）まで 

＜受付時間＞土日・祝日を除く、８時３０分から１７時１５分まで 

＜提出方法＞下記の点線部分を切り取り、お手数ですが、川岸会館のポストに直接 

ご投函ください。 

 
キリトリ線 

（仮称）川岸２丁目小広場の名前を募集しています!! 

下記のいずれかに○をご記入ください。また、その他の場合は自由にご記入ください。 

参考として、ご住所・お名前もご記入ください。 

※個人情報は、本件のみに使用させていただきます。 

※下記名称のパーク部分は、広場、小広場、ミニパーク等に変更になる場合があります。 

① 川岸げんきパーク、 ② 川岸すこやかパーク、 ③ 川岸いきいきパーク、 

④ その他 （                    パーク） 

ご住所：                             お名前：                     

【災害時の避難】 

密集市街地である当地区は、地震発生時は建物やブロック

塀等の倒壊などにより、道路が塞がってしまい、安全に避難

ができないことが想定されます。 

災害時にも慌てず安全に避難ができるよう、平成２８年１

月に川岸地区まちづくり協議会で発行した「行き止まり道路 

避難ガイドブック」などを参考に、避難ルート等を家族や近

隣の方と確認しておきましょう。詳しくは市 HP で。 

川岸地区 避難ガイドブック  検索 
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👆 



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

平成３１年 平成３２年

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小広場については、下記のとおり平成３１年度中の完成を予定しております。スケジュールに 

ついては、変更となる場合がありますので、ご了承ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    訓練 1．みんなの広場での放水の様子               訓練 2．菖蒲川への一斉放水の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         訓練 2．菖蒲川への一斉放水の様子（防災ヘリより撮影） 
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３ 

A 案を採用しました!! 

意見交換会・意見募集の内容を受け、A 案「高齢者等の誰もが利用できる主施設」で整備する

こととしました。設置施設の詳細は以下のとおりです。 

・道路際のセットバックは行わず、広場内に駐輪可のスペース（茶部分）を設置します。 

・健康器具である「複合健康器具」、「バランス歩行」、「ジワジワ前屈」の３つを設置します。 

・防災トイレは配置の都合上、２つを設置します。 

整備のスケジュール 

工事発注準備 工事実施 完成・供用 

【バランス歩行 

のイメージ】 

※メーカーHP より 

【ジワジワ前屈 

のイメージ】 

※メーカーHP より 

【複合健康器具のイメージ】※メーカーHP より 

＜使用できる機能＞ 

【防災トイレ 

のイメージ】 

※メーカーHP より 

 

〇実施日時 

 平成３０年１１月１７日（土）９時３０分から１０時４５分まで 

 

〇訓練実施区域（右図参照） 

 戸田市川岸２丁目６～１３番地内  

 

〇訓練概要 

道路狭隘等により消防車両の進入が困難な地域に該当する当地区において、初動体制の連携

強化を図ることを目的に、本市消防団、東京消防庁、蕨市消防本部、埼玉県防災航空隊が訓練

に参加した。みんなの広場内に仮設建屋を設け、専用住宅から火災が発生し、延焼の危険性が

非常に高い状況を想定した訓練を実施したほか、最後に連携強化の証しとして、菖蒲川への一

斉放水で訓練を締めくくりました。 

訓練状況写真 

【実施：消防署消防第１課】 

重点密集市街地火災防御対応訓練が実施されました!! 

訓練 1 

訓練 2 


